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話
し
合
わ
れ
た
内
容
は
各
中
学
校
の

「
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
（
子
ど

も
版
）
」
の
見
直
し
や
、
校
区
の
小
学

校
児
童
会
と
連
携
し
た
活
動
な
ど
、
い

じ
め
防
止
の
取
組
み
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

◎

　

市
で
は
、
生
徒
が
自
ら
考
え
、
行
動

す
る
機
会
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

同
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
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「生活・学習
Ａｃｔサミット」
の取組み

　市では、市内28の中学校の生徒と教員で構成する旭川市中学校連盟生活部と共催で、昨年度から生徒会役員を
中心とする生徒が集まり、身近な課題や問題を協議する場を設けています。協議内容や参加者の声を紹介します。

サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
て

中学生の協議の場

　

生
活
・
学
習
Ａ
ｃ
ｔ
サ
ミ
ッ
ト
は
、

生
徒
た
ち
が
身
近
な
問
題
を
主
体
的
に

考
え
、
話
し
合
い
、
行
動
す
る
こ
と
で
、

生
活
や
学
習
習
慣
な
ど
を
よ
り
良
い
も

の
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
協
議
を
深
め
る
た
め
に
、
保
護

者
や
教
育
関
係
者
、
協
議
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
専
門
家
等
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
と
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
し
た
生

徒
た
ち
が
作
っ
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
各
中
学
校

へ
配
布
し
て
、
多
く
の

生
徒
の
意
識
向
上
に
つ

な
げ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
中
学
生
60
人
と
、
弁
護
士

や
臨
床
心
理
士
な
ど
16
人
が
「
い
じ
め

問
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
話
し
合
い
ま
し

た
。
生
徒
か
ら
は
「
人
間
関
係
で
困
っ

た
と
き
に
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
雰
囲

気
を
学
校
全
体
で
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

「
中
学
生
が
小
学
校
に
出
向
い
て
、
い

じ
め
の
定
義
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
活
発
な
意
見

や
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　いじめは、集団生活において、いつでも起
こり得る身近な問題です。いじめをなくすた
めには「他者の気持ちを考えて行動すること」
「身近に信頼できる大人がいること」が大切
だと思います。今後、東陽中の生徒会では、サミットで出された
様々なアイデアを取り入れながら、いじめの撲滅に向けて積極的
に活動していきたいと思います。

　グループ協議で印象に残ったのは、「自分
の行動や発言をいじめだと思っていない人に、
いじめとは何かを知ってもらうことから始め
たい」という意見が出されたことです。生徒
の皆さんは、現実を冷静に見詰めていると感
じました。今後の各中学校の取組みに期待し
ています。

旭川赤十字病院・臨床心理士　高谷桃子さん東陽中学校 3年生　生徒会長　小野紘佳さん
たかや　ももこお　の　ひろか

身
近
な
課
題
・
問
題
に

取
り
組
む
き
っ
か
け
に

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
の

具
体
的
な
対
策
を
提
案

いじめをなくす活動を続けていきます 生徒の皆さんに期待しています
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